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【日的】甘茶 （Hydrangea　Dulcis　Fo！iurri）か ら単離 したthunbergino ！ A （TA ） の 遅 延

型 ア レ ル ギーに対す る抑制活性
D

の 作用機序を明 らか に す る た あ
， リ ン パ 球 に 及 ぼ す影 響

を ， 各種 マ イ ト ジ ェ ン 及 び抗原刺激 ドで の リ ン パ 球増殖反応を指標 に 検討 した
。

さ ら に ，

甘茶よ り得 られ た 関連化合物 に っ い て 同様 の 評価を行 うとと もに，細胞毒性 に関 して も検

討を行 っ た 。

【方法】 1）マ イ ト ジ ェ ン に よ る脾細胞幼若化反応 ： 雌性 C57BL ／、
マ ウ ス よ り得 た脾細胞

（5 × IO6／ml ） を マ イ ク ロ プ レ
ー

トに 90μ 1ず つ 播種 し，被験サ ン プ ル 及 び マ イ ト ジ ェ ン

匚1．PS ；10μ g／ml
，
　Con、　A ；1μ g／ml ，　PHA ：20μ g／m ！（終濃度）］とと もに 3 日間培養 後 ，

細胞 の 幼若化を MTT ア ッ セ イ に よ り測 定 した 。2）細胞毒性試験 ： MTT ア ッ セ イ お よ び細

胞外逸脱 LDII量の 測定 に よ り検討 した。3）リ ン パ 節T細胞の 抗原特異的増殖反応 ： ス カ シ

ガ イ ヘ モ シ ア ニ ン （KLH ） で 免疫 した マ ウ ス よ り得た リ ン パ 節細胞 を， 5 × 106／ml に な

る よ うに 調製 し，被験 サ ン プ ル 及 びKLH （50 μ g／ mD と と もに 3 日間 培養後，　 MTT ア ッ

セ イ に よ り増殖度を測定 した 。

【結果及 び考察】TA は マ イ ト ジ ェ ン に よ る B ，
　 T リ ン パ 球 の 幼若化を10μ M で 抑制 した 。

一
方 ，

1 μ M 処 置で は，B リ ン パ 球 の 幼若化促進 作用が確認 され た 。 こ の 促進作用 は ，甘

茶か ら得 られ た他 の 関連化合物 に っ い て も，10μ M で 認め られ た 。 細胞毒性試験 の 結果か

ら， TA は マ イ ト ジ ェ ン 非存在下 で の cell　 viability を抑制す る こ とが明 らか と な っ た が ，

逸脱LDH の 測定か ら，そ の 作用 は細胞障害性 に基づ くもの で は な い こ とが 判明 し た 。 さ

らに ， TA は 抗原刺激 に よ るT リ ン パ 球の 増殖 に対 して も10 μ M で 抑制作用 を示 した
。 以

上の結果 よ リ， TA は Bお よびT リ ン パ 球 の 活性化を抑制する こ とがす る こ とが 明 らか と な

り，そ の 作用機序 は細胞毒性 に よ る もの で はな い こ とが 推測 され た 。 また TA は ， 抗原特

異的な T リ ン パ 球の 増殖を抑制 した こ とか ら， 免疫 ， 非免疫的な刺激 にかかわ らず リ ン パ

球 の 活性化を抑制す る こ とが判明 した 。 今回の 実験結果か ら，TA が リ ン パ 球 の 活性化 を

抑制する作用を持 っ こ とが明 らか とな り，IV型 ア レ ル ギ ー抑制の作用機序 の
一

つ と し て ，

リ ン パ 球 に 対す る活性化抑制作用が関 与 して い る可能性が 示唆さ れ た 。
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